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自動運転の目的と普及拡大の現状

運転主体名称レベル

人運転支援1

人部分運転自動化2

システム条件付自動化3

システム高度運転自動化4

システム完全運転自動化5

自動運転は、交通流を大幅に改善し、事故発⽣を減らし運転⼿の負担と
環境負荷を軽減し、付加価値と雇⽤を創出し、成⻑と繁栄をもたらす。



実⽤化されている運転支援技術(レベル1)
令和元年時点でLKASの装備
率35.6% 現在では更に上
昇していると推察される

運転支援技術の実⽤化には区画線の整備が必要不可⽋



⾞線維持機能の事故抑⽌効果
正面衝突等(路外逸脱、⼯
作物衝突)が30.6％と一番
高い割合

路面標⽰及び道路区画線は、
運転環境の情報を連続的に
視覚から提供し、運転⾏動
を制御するアイテムとして
整備

事故抑⽌対策を考える上で
も区画線の整備は大変重要
かつ効果的

安全な交通環境を維持する上では区画線の
一定以上の管理⽔準が保たれるべき

令和4年内閣府交通安全白書より



自動運転の普及拡大に向けた道路との
連携に関する共同研究
「自動運転の普及拡大に向けた道路との連携に関する共同研究報告書」は
国⼟交通省国⼟技術政策総合研究所（国総研）のホームページにあり、どなたでもダウンロードできます。
https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1270.htm



共同研究参加者

※全標協もオブザーバー参加しています



今回の研究では区画線
の剥離率と⾞線維持支
援システム（ LKA ）
の作動との関係を調べ
ました。

区画線がどのくらいう
すくなった時にLKAが
動作しなくなったか検
証し、管理⽔準を検討
しました。

共同研究の概要



共同研究の重要な点
この研究の成果の概要

⾞載カメラによる区画線の検知率が大きく低下するのは

これは「国の研究機関」が区画線の評価で「剥離率」を⽤いて
管理⽔準の「閾値」を⽰したところが重要な点です。
数値による区画線の管理⽔準が⽰されました。

※閾値（しきいち）→ある判断を下すための「数値的な境目」「境界線となる値」を意味する。

剥離率60％



剥離率とは
区画線の剥離率とは、剥離した部分の割合を数値化した
ものです。
剥離率の測定にはAIによる画像解析を⽤います。
剥離率60％とは40％→白線の残っている部分

60％→剥離（摩耗）した部分
写真の着⾊部分が剥離（摩耗）してアスファルトが⾒えている部分です。

剥離率40％剥離率20％ 剥離率60％ 剥離率80％



区画線維持管理の⽔準
全国道路標識・標⽰業協会の目視評価

目視により、評価⽤写真と実際の状況の⽐較評価を⾏う。
根拠として、ランクごとにそれぞれ機器を⽤いて剥離率、
反射、輝度値、拡散反射率及び⾊差を測定し、分析を⾏っ
た。
目視評価ランク３で塗り替えが望ましいとの結論が出てい
る。

路面標示ハンドブック第5版 第2章「点検及び塗替え」より



区画線整備に対する社会的要求の増大
自動運転に対する道路か
らの支援として、区画線
の維持管理が必要です。

区画線が認識できなけれ
ば自動運転は実現しませ
ん。

自動⾞メーカー各社が区
画線の適正な維持管理を
求めています。



区画線整備に対する
社会的要求の増大
•別添資料 「交通事故防止につながる路面
標示の取り組み」



愛知県の区画線整備の現状

「⽼朽化した安全施設及び危険
箇所の調査」を自主的に⾏い調
査資料を愛知県に報告

2,000km強の補修ストックに
対し年間平均約400kmの補修
が実施(整備率20%)
約1,600km(80％)の補修ス
トックが残り続けている

単位:km
区画線補修ストックの推移

残存ストック



交通環境の変化と道路環境整備との乖離

交通環境の変化
・自動運転の普及拡大
・モビリティの進化
・交通規制の⾒直し
・交通安全教育の推進

道路環境の整備
・主に維持管理

・自動運転の普及に伴う区画線整備への社会的要求の増加
・交通環境の変化と道路環境整備との乖離という課題提起
・自動運転の実⽤化に伴う区画線整備の重要性に対する理解


